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ヒ素は化学形態によって毒性が大きく異なることが知られている。無機ヒ素 (iAs)は慢性毒

性が高く発がん性も高い。一方、有機ヒ素はこれまで毒性は低いと考えられてきたが、近年

動物実験において一部の有機ヒ素に発がん性が報告されている。日本人は、欧米人に比べ食

習慣に由来するヒ素の摂取が多いことから、ヒ素の健康影響評価のためには、 iAs にとどま

らず有機ヒ素も含めた高感度な化学形態別分析が求められる。 
以前、我々は 10-9 g L-1 レベルのヒ素の高感度化学形態別分析が可能な光酸化／水素化物発

生法を用いた液体クロマトグラフィ - 誘導結合プラズマ質量分析法 (LC-ICPMS) を開発し、ヒ

ト尿試料に適用できることを報告した。本研究ではこの手法が食事試料中の可給態ヒ素の化

学形態分析へ適用できるのかを調べた。なお、本研究における可給態ヒ素は、食事試料から

胃など消化器官を通じてヒトの体内に移行する可能性がある (Bioaccessible) ヒ素と定義し、分

析試料として模擬胃液による食物抽出液を用いた。 

その結果、食物抽出液中に iAs および有機ヒ素を含む11種類のヒ素化合物を検出し、良好

な分析精度を得ることが出来た。また、これらのヒ素化合物濃度の総和は、酸分解 /ICP-MS
により定量した総ヒ素濃度とほぼ一致したことから、本法は食事試料中の可給態ヒ素を化合

物別に定量できる精密な分析ツールとなり得ると考えられる。また、得られた精確な分析デ

ータにより人間の食習慣に由来するヒ素健康リスク評価を定量的に行うことができると考え

ている。 
 


